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　現代政策学部は、政策学を中核とする学びとリベラルアーツ科目の学びにより、地域社会と 

グローバル社会の課題発見・解決のための知識とスキルを活用できる人材、生涯にわたり自律的

に学び続けることができる人材、および高い倫理観を持ち社会貢献できる人材を育成すること、

並びに幅広い学問分野において新しい価値を創造してその研究成果を教育や社会で実践すること

を教育研究上の目的とします。

　城西現代政策研究編集委員会・研究推進委員会では、本学部の教員等の研究を奨励することに

より、本紀要『城西現代政策研究』への投稿等がより活発になることを目指し、「城西現代政策

研究会」を 2019 年度より立ち上げています。

　2020 年度の研究成果の発表は、以下の通りです。

第 4 回　2020 年 6 月 26 日（金）17：30～18：30

発表者：佐藤　純訟

テーマ：「会社法上の諸問題に関する概観―近時の株式会社機関事例を題材として」

司会者：市川　直子

第 5 回　2020 年 9 月 25 日（金）16：00～17：30

発表者：淵田　仁

テーマ：「18 世紀フランスにおけるポスト・トゥルース問題」

司会者：飯塚　智規

第 6 回　2021 年 2 月 26 日（金）16：00～17：30

発表者：柳澤　智美

テーマ：「川越中心部における伝統的町並みと NPO の関わり―NPO 政策を中心に―」

司会者：淵田　仁
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